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.Abstract.

私たちは、日常生活の中でどこに細菌が存在するのか、また、アルコール濃度によって、殺菌力にど

のような違いが生まれるのかを調べるために、フードスタンプを使って身近に存在している細菌につい

て研究を行った。 

①アルコール濃度が30％あれば、ある程度の細菌は殺菌することができる。 

②場所によって細菌の数は異なる。 

よって、日常生活の中で感染症対策するには市販のアルコールでも十分にできるということが明らかに

なった。この研究を続ければ、より効果的な感染症対策につながる。
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１．序論 

（１）研究背景 

近年、コロナウイルスの流行の影響で消毒が重要

視されている。より効果が現れやすいアルコール濃度

について知りたいと考えた。 

また、このフードスタンプを用いた研究は、数年間継

続して行われており、その方法を用いて新たな視点で

研究を行った。 

（２）研究の動機

 日常生活の中でどこに細菌が存在するのか、また、

アルコール濃度の違いにより、殺菌力にどのような違

いが生まれるのかを明らかにすることによって、感染

症対策につなげることができると考えたため、本研究

を行う。 

（３）過去の研究成果 

昨年度まではタイとの共同研究だった。先行研究と

して昨年の研究を調べた。二階床、手すり、教卓、ス

イッチ、ドアノブ、紙幣の6か所で実験を行った。結

果、日本でコロニー数が多い場所は、教卓、手すりだ

った。タイでコロニー数が多い場所は、床、紙幣、ドア

ノブ、スイッチだった。全体的に比較してみると、コロ

ニー数はタイの方が多く、細菌の色の種類は日本の

方が多いことが分かった。これらの結果からどんな細

菌が存在しているのかを調べた。 

結果、場所により細菌の種類は異なっていたが、最も

多くの場所で見られた細菌は黄色ブドウ球菌であっ

た。 

（４）研究仮説 

 市販で売られている消毒液は、アルコール濃度7

0％が一般的である。このことを踏まえて、次の仮説を

立てた。市販で売られている消毒液と同じアルコール

濃度70%を吹きかけた時が、1番コロニー数が少ない

のではないかと考えた。 

２．調査方法 

（１）材料 



令和5年度SDGs課題研究  生物分野135班 

 フードスタンプ、アルコール、インキュベーター、3N

の鉛を用いて実験をした。 

（２）実験方法

1、スタンプを押す場所を決める。 [床、教卓、手すり] 

2、今年度はそれに加え、アルコール濃度30％、7

0％、100％それぞれをスタンプを押す場所に吹きか

ける。吹きかけて20分待つ。 

3、ヒトがよく触れる所にフードスタンプ(冷蔵庫で保存

し、使用1時間前に常温に戻す)を押す。1か所につき

5個、3Nで5秒間押す。 

4、インキュベーターで保存(27℃)・培養をし2日間観

察する。 

5、コロニーカウントをする

6、結果を数値化しグラフや表にまとめる 

（３）実験装置 

 フードスタンプを３Nの鉛を使って押す。その際アル

コール濃度０％、アルコール濃度３０％、アルコール

濃度７０％、アルコール濃度１００％の４つの条件を作

り実験を行った。細菌を培養させるためにインキュベ

ーターで27℃に保った。 

３．本論 

（１）実験結果１ 

一回目の実験は12月1日に行った。 

＜床＞アルコール濃度が70％の時に、一番コロニー

数が少なくなった。 

＜手すり＞アルコール濃度が100％の時に、一番コロ

ニー数が少なくなった。 

＜教卓＞アルコール濃度が70％の時に、一番コロニ

ー数が少なくなった。

（２）実験結果２ 

 2回目の実験は1月31日に行った。 

＜床＞アルコール濃度が70％の時に、一番コロニー

数が少なくなった。 

＜手すり＞アルコール濃度が30％の時に、一番コロ

ニー数が少なくなった。 

＜教卓＞アルコール濃度が30％・100％の時に、一番

コロニー数が少なくなった。 

（３）考察 

アルコール濃度70％が一番コロニー数が少なくなる

と仮説を立てていたが、30％や100％の時に細菌が少

なくなったものもあった。床・手すり・教卓をそれぞれ

の濃度で消毒したが、同じ場所でも濃度によって調査

した部分は異なる。同じ場所でも人の接触の度合い

が違うと考えられるため、このような結果になったと考

えられる。アルコール濃度が30％以上あれば、コロニ

ー数を減らすことができる。 

４．結論 

 アルコール濃度が30％以上あれば、コロニー数を減

らすことができる。場所によって細菌の数が異なる。よ

って日常生活の中で感染症対策するには、市販のア

ルコールでも十分にできる。 

５．課題と展望 

１回目の実験結果ではアルコール濃度100％、70％

での床の数値にほとんど変わりがない。２回目の実験

結果では床のアルコール濃度30％、アルコール濃度

０％での床のコロニー数にほとんど変わりがない。ま

た、アルコール濃度70％の時に1番コロニー数が多い

ものもあった。これらの結果からもっと実験数を増やし

て平均値を出すことが必要だと考える。そうすることで

仮説に近い結果が得られると考えられる。 

フードスタンプを押す際に気温、湿度まで条件を合わ

せられなかったため、条件を合わせることができると、

より正確な結果が得られると考えられる。 
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